
 

 

瀬戸会館では、様々なサークル活動が行われています。今回、ご紹介 

するのは、『つまみ細工教室』です。つまみ細工とは、正方形の小さな布 

を折りたたんでつまみ、組み合わせて花などの形を作る日本の伝統工芸で 

す。江戸時代に宮中の女官や大名の奥女中が趣味として楽しんでいた和 

           小物の技法が始まりとされています。 

            瀬戸会館では主に火曜日につまみ細工のサーク 

ル活動が行われています。 

先日、作品作りを見学し制作中の人魚姫の作品 

を撮影させていただきました。基本的な技法の「丸つまみ」 

をピンセットで作り人魚の尾の部分を作られていました。人形も一点、一点 

手作りされ細かい作業を熱心にされていました。現在４名で活動されていま 

す。つまみ細工に興味のある方は、見学や参加も可とのことなので、チャレ 

ンジされては、いかがでしょうか？ 
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↑瀬戸会館に展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ゆめじゅく編集委員会        

５日 (金)  １３時３０分～ 

★人権のつどい日 

１１日（木）１９時３０分～２１時 

★ゆめ喫茶 

１２日（金）１０時００分～ 
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★回転木馬 

１０日（水）１０時００分～１０時４０分  

★移動図書館青い鳥号 

２日(火) １６日(火) ３０日(火) 

１５時１０分～１５時５０分 

★消防訓練１８日（木）１５：３０～ 

★人権・同和教育関係行事 

 １８日（木）愛媛県隣保館職員研修会 

 （松前町） 
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8 月 15 日瀨戸・寿連合自治会夏祭りが行われました。 

当日は、子ども会がアイスクリームとお菓子詰め合わせ、 

自治会がジュース・お茶等を無料配布し、多くの人が瀬戸会館 

駐車場に集まりました。 

青年部による獅子踊りの太鼓披露もあり、今後もこのような活動 

を通して、地域の伝統芸能を継承していきたいと思います。 

 

2025(令和７)年 

                           ８月の「人権のつどい日」は、惣開小学校の河村高重教諭が、 

「ともに学ぶ～美作騒擾から考える～」の演題で、自分が取り組 

んだ教育実践を報告してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河村さんは、この美作騒擾を題材に、自分なら、「詫び状を書くか、書かないか」を子どもたちと話し合っ

た実践を報告してくださいました。 

 参加者からは、次のような感想が寄せられました。 

○ 授業に対する河村先生の熱意を強く感じました。現地に足を運び、資料を集め、いろいろな人の話に 

耳をかたむけ、子どもに向き合う覚悟、見習うべきことがたくさんあります。 

○ するどい問題提起だと思います。いろいろな意見がありますが、若い先生が、人権・同和教育に本気 

で取り組んでいることに胸が熱くなりました。 

○ 子どもたちは、被差別の立場に立って考えることができているように思いますが、本当に被差別の立 

場の子どもが同じ教室にいた場合、その子どもがどんな反応をするのか心配になります。「怒り」をも 

たせ、「自分事」としてとらえさせることは大切だと思いますが、すでに自分事の子ども、保護者もいる 

という前提を常にもって欲しいと思います。 

○ かつて、ある方から、「私らは、教材ではない。生身の人間だ。」と言われたことが、強く頭に刻まれて 

います。「差別の厳しさばかりに目がいく内容では、社会的立場を自覚している生徒たちの顔は上がら 

ない。」ということです。社会的立場を自覚している生徒たちの顔が上がり、すべての生徒たちが先人 

たちの生きざまから何かを感じ、学び取れる授業をめざしてほしいと強く祈念します。 

 

 

 

サークル活動・新星★平常心・つまみ細工 

今年のであい展は、１１月中旬に予定しております。詳細については別途ご案内致します。

サークル関係者の方は、作品およびオープニング等のご準備宜しくお願い致します。 

美作騒擾とは、1873 年（明治 6 年）5 月 26 日から 30 日にかけて、現在の岡山県北部で、農民

が集団で騒動（暴力行為や一揆）を起こし、社会秩序を乱した出来事です。 

現在の岡山県北部の農民たちは、太政官布告 449 号（通称：いわゆる解放令）により江戸時代に

差別されていた人たちが同じ身分になることを不服としていました。そこで、農民たちは「徴兵反対」や

「差別されていた人たちは、今まで通り農民より下の存在である」のスローガンのもとに、現在の津山

市にあった県庁を襲撃しようとしました。その途中、差別されていた人たちも強制的に騒動に動員しよう

としましたが、農民たちに従わず、「これまで通り差別された扱いで結構です」と詫び状を書かなかった

無抵抗の差別されていた人々、18人を惨殺しました。 

瀬戸・寿連合自治会夏祭り 



 

 

                                                         

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人権について、人の生き様に学ぶことが多くあります。歴史上の人物が今の我々に伝えるメッセージもあ

ります。 

最近、往年の名作「シンドラーのリスト」を再視聴しました。ハリウッドの巨匠・スティーヴン・スピルバー

グ監督の本作品は、第２次世界大戦中のユダヤ人迫害にまつわる実話に基づいた映画です。戦争成金の

強欲な男が次第に人間性に目覚めていくストーリーです。 

ドイツ人実業家シンドラーはナチスの秘密党員。一旗揚げようと、ポーランドにやって来ました。賄賂でド

イツ軍将校に取り入り、軍需工場を興しました。豪邸に住み、愛人を囲い、高級車を乗り回します。最初は安

い労働力を得るためにユダヤ人を雇っていましたが、ある日、地獄の光景を目撃します。 

ドイツ兵がユダヤ人を家々から追い出し、逃げる者を射殺し、捕まえられたユダヤ人はガス室が待つ強制

収容所に送られました。シンドラーはあまりの残虐さに憤り、ユダヤ人を助けようと、生産性向上を口実に、

自分の工場内に私設収容所を作りました。いつしか、ユダヤ人を守る立場に変身していくのです。何とか自

分の工場で働くユダヤ人だけでも、ガス室に送られるのを防ごうと決心し、千百人の名簿を作成しました。

私財を投げ打ってユダヤ人を助けるうちに金も底をつきました。 

ドイツは敗戦の日を迎え、シンドラーは戦犯として追われる身になります。命を救われたユダヤ人は、今

度は恩返しにシンドラーを守ろうと立ち上がりました。自分たちの金の入れ歯を外して指輪を作り、工場の

出来事を綴った日記と全員の署名を添えてシンドラーに手渡し、「捕らえられたら、これを見せなさい」と告

げます。シンドラーは工場の門を立ち去ろうとする時、「どうしてもっと多くの人を助けられなかったか」と嘆

きました。しかし、見送りのユダヤ人たちが贈った指輪には「一人を救う者は、世界を救う」という

文字が刻印されていました。 

私にはこのラストシーンが最も感動的でした。「一人を救う者は、世界を救う」という一言が胸に焼き付き

ました。日本のシンドラーと呼ばれる人がいました。気骨の外交官・杉原千畝です。第２次世界

大戦中、リトアニア共和国の領事館に、ユダヤ人が日本を経由して米国に逃げようと、ビザを求めて殺到し

ました。日本はドイツと同盟を結ぶ直前で、外務省はビザの発行を許可しませんでした。しかし、領事代理

の杉原は万年筆が折れ、手が動かなくなるまで徹夜でビザを発給し続け、６千人ものユダヤ人の命を救い

ました。杉原は、「処罰を受けても、自分の一存で人間として 

の信念を貫こう」と決断したのでした。 

戦後、外務省の命令に背いたため、冷遇され 

依願退職に追い込まれましたが、やがて名誉回 

復がなり、イスラエルの「諸国民の中の正義の人 

賞」を日本人として初受賞しました。母校、早稲田 

大学の校内に建立された顕彰碑の碑文には「外 

交官としてではなく、人間として当然の正しい 

決断をした」と杉原の言葉が刻まれています。 
瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。 

お気軽にご相談ください。 

※８月２０日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸会館 HP 


